
別紙②－１ 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２１年７月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】 ②企業誘致 【活動テーマ】 地域ものづくり産業の活性化 

到達目標 
【29 期後半期】企業立地推進計画を今年度中に完成させる。 
【中長期】2025 年までに北部地区に新たな産業ゾーンを実現する 

前回まで 

活動状況 

開発需要への迅速な対応を最優先課題としてとらえ、民間による開発を誘導するための環境整備を提案した。また、民間による
開発であっても、産業ゾーン内の道路等を公共主導で計画又は整備していくこと等により、計画的な整備が促進できるかについ
て検討をおこなった。 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

■産業ゾーン内の道路等計画又は整備の必要性検討 
■企業ニーズを踏まえて、公共主導の工業用地整備を検討 
 
 

会派要望、代表質問、一般質問等で 
要望、提案、確認を行った。 

 
    
     
 
    
                   
 

 
                                   

 

 

今後の活動 

用地交渉と並行し、設計、測量、鑑定評価のほか、都市計画法に基づく地区計画の策定に３年程度を要し、用地買収、造成工事
へと進めていくことになる。榎前地区工業団地西工区は用地交渉着手から５年程度かかり、今回の開発地区には、工業用水、明
治用水及びガス管が埋設されており、これらの移設に時間を要し、６～７年程度かかる見込みだが、少しでも早く分譲がはやま
るようにフォローを続けていく。 

安城市 所属議員 稲垣退三・辻山秀文・守口晶治 

今回の進捗 

【〇】 

Q:現在の工業用地整備の検討状況は？ 
A:企業ニーズが高い北部地区で、都市 
計画道路安城新田線と都市計画道路安
城高浜線の結節点となる地域の整備を
検討。 
 
Q:開発を検討する位置や規模は？ 
A:交通、周辺地域、排水、事業採算性
及び街区形成の条件から安城新田線の
東側約１９haを開発地区とした。 
 
Q:地権者の意向を把握しているか？ 
A:対象者６８件のうち、売却意向の地
権者は５５件で８割を超えている。 
今後、協力を依頼することで、用地を
取得できる可能性があると考えてい
る。 
 

戦略的に企業立地を推進していくた

め、都市マスの部分見直しを実施 

（都）安城新田線と（都）安城高浜線の結節点となる地域 

県道名古屋岡崎線の沿道を新たに産業ゾーンに位置付け 

Q:分譲までのスケジュールの見通しは？ 
A:開発需要への迅速な対応のため、市街化調
整区域内で、都市計画法に基づく地区計画を
策定し開発する方法が最も適していると考
えており、関係機関と協議し検討を進める。 
 
A:事業化に向けて１０月に地元説明会を開
催し、年内を目処に地権者から工業用地とし
て開発の同意書がいただけるように協議を
すすめていく。また、営農者をはじめ関係者
の理解が得られるように努める。 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 嶋口グループ     活動期間：２１年７月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】 ①交通安全・②道路 【活動テーマ】 交通事故防止に向けた環境整備 

到達目標 
昨年６月に中学校１年生が通学途中でトラックにはねられ死亡事故が発生した。２度とこういった悲惨な事故が起こらないように交通安全対策に取り組む。 

【29 期後半期】安城市内での人身事故件数を５％減少。（令和元年度実績件数：７２０件 ⇒ 令和 2 年度実績件数：５２２件） 

前回まで 

活動状況 

本市での重大な交通事故を 1 件でも減らすべく、我々議員も微力ながら交通安全啓発運動を率先垂範すべきと考え、議会での一般質問等による政策要望や立

哨活動を精力的に展開中。また、各議員へ個々に寄せられる交通安全に対するくらしの相談も鋭意取り組み中。 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

【活動経緯】 
・7 月 09 日（金）、20日（火）交通安全啓発活動 
・8 月 10 日（火）、20日（木）交通安全啓発活動 
・9 月 2日（木）一般質問にて要望…① 
 千葉県八街市の事故を受けて本市の通学路の安全確保の再徹底と横断歩道に 

おける歩行者の安全確保について押しボタン式信号機設置等の早期改善を再度 
要望した。（右写真参照） 

・9 月 13 日（月）「ぴかっとわたるくん」の現認…② 
 信号機のない横断歩道の改善事例である押しボタン式横断者明示標識「ぴかっと 

わたるくん」を豊田市山之手エリア・四郷町へ現地現認した。信号機設置には 
まだかなりの時間を要するため、この施策の導入を検討する（右写真参照） 

・9 月 10 日（金）、17日（金）、30 日（木）交通安全啓発活動 
 
【活動結果】1～8 月末時点での交通事故件数：319 件 ←前年度比△4件 
・“第 11次安城市交通安全計画”の策定中（‘21/12 月末計画公表予定） 
  4 つの柱 ①道路交通環境の整備 
  4 つの柱 ②交通安全思想の普及徹底 
  4 つの柱 ③道路交通秩序の維持 
  4 つの柱 ④救急・救助体制等の推進 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

①  

 

 

   

 

 

 

 

 

② 「ぴかっとわたるくん」現地現認＠豊田市 

 
 
 
 
  

 

   

今後の活動 

・地域要望やくらしの相談で打ち上げられた、生活道路等における交通安全対策の推進。 
・令和 4年度当初予算要望書にも生活安全として交通安全対策を要望する 

 

安城市 所属議員 稲垣退三・辻山秀文・守口晶治 

今回の進捗 

【〇】 

辻山議員の一般質問 

山之手エリア 四郷小学校前 
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